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1	中国では満洲国を偽満洲国と呼ぶ。また、文献によっては「満州国」と「満洲国」二つの表記がある。本稿
では参考文献と引用部分のほか、満洲国をすべて「偽満洲国」で表記する。
2	福富八郎『満洲国年鑑 康徳十二年版』満洲日報社奉天支社、1944年、389頁。
3	越沢明『満州国の首都計画―東京の現在と未来を問う』日本経済評論社、1988年。
4	李青「『新京図書館月報』からみる「満州国」時代の文化」、『文藝論叢』第79号、2012年10月。
5	劉春英「“新京”時代的日本作家与作品」、『日本学論壇』総第183期、2007年1月。
6	塚瀬進『満洲の日本人』吉川弘文館、2004年。
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偽満洲国は1932年3月に成立し、1945年8月まで約14年間存在した。その間、首都に選ばれ、「新
京」（以下、「」は略）と称された長春に多くの日本人が生活していたことは揺るぎのない歴史的
事実である。1944年末の統計によれば、新京の日本人の総人口は、153,614人に達していた2。そし
て敗戦と同時に、引き揚げていった。彼らはかつてどのような背景で新京に入り、そこで築かれた
日本人社会はどのように形成されたのか、このような大規模な移住は当時の中国人と首都新京にど
のような影響を与えたのか。これらの問題は偽満洲国研究においても長春都市史研究においても非
常に重要な課題であると考えるが、いまだ系統的に研究されてはいない。
これまでに新京或いは新京の日本人を対象にした研究はあまり多くない。しかし、代表的なもの
として、まず越沢明の研究3が挙げられる。越沢は先進的な都市建設の理念が全面的に適用された新
京の都市計画を検討した。他には文学研究ではあるが、李青のように『新京図書館月報』を中心に
して偽満洲国時代の文化を考察した論文や4、劉春英による新京で文学活動に従事した日本人とその
作品についての考察がある5。
また満洲全体を取り扱った研究において部分的に長春／新京の日本人に言及したものもある。例
えば、塚瀬進は19世紀末に日本人が満洲に流入して以降満洲事変までの期間における、彼らの満洲
における諸活動を具体的に明らかにし、またその意味と問題点をいくつか論じた。ただし長春の日
本人については多少言及する程度で詳細に論じられてはいない6。また、塚瀬よりも早い時期の考察
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7	小峰和夫『満洲紳士録の研究』吉川弘文館、2010年。
8	岡田英樹『文学にみる「満洲国」の位相』研文出版、2000 年、川村湊『異郷の昭和文学―「満州」と近代
日本』岩波書店、1990年。
9	柳沢遊『日本人の植民地経験―大連日本人商工業者の歴史』青木書店、1999年。
10	田中隆一『満洲国と日本の帝国支配』有志舎、2007年。
11	坂本辰之助『実業の満洲』集成堂、1905年、15頁。
12	塚瀬進｢日露戦争前における在満日本人の動向｣、『長野大学紀要』第22巻第4号、2001年、147頁。
として小峰和夫の研究が挙げられる。小峰は明治時代に立身出世を志向して、満洲に進出した明治
期日本人の生き方を描いた。年代別によって満洲の日本人の特徴を総括し、代表的人物の体験を紹
介しており、その中で長春にも少し言及している7。川村凑や岡田英樹は文学の視点から偽満洲国文
学を分析する際に新京の日本人文学にも言及した8。その他、柳沢遊のように、経済史的視角から大
連への日本人の進出とその後形成された日本人社会を考察した研究もある9。また、田中隆一が偽満
洲国の朝鮮人の日常生活を考察する研究も、本研究に示唆する点が多い10。
総じて、従来の研究では長春／新京の日本人社会そのものについての研究は多くない。しかし筆
者は、偽満洲国研究の一つの重要な部分として、当時満洲に多数居住していた日本人及びその社会
を解明しなくてはならないと考えている。とりわけ、「偽満洲国首都」であった新京の日本人社会
に対する研究は、今までの偽満洲国史または偽満洲国の日本人研究に新たな視点と方法を与えるも
のであると考える。
そこで本稿では、偽満洲国の年鑑等の史料を利用し、加えて近年日本長春会によって発行された
回顧録を手がかりにして、偽満洲国成立前の長春への日本人移入過程、さらに偽満洲国首都新京に
おける日本人社会の人口と居住区域を整理したい。
１．偽満洲国成立前長春への日本人の移住
新京の日本人社会は長春の首都化以後に形成されたわけではない。その形成過程を明らかにする
ためには、偽満洲国成立以前の長春への日本人移住過程について考えなければならない。そこで、
まずは以下で日本人の移住した時期と背景を簡単に整理する。
１．１．日露戦争前の長春への日本人の移住
現在の資料によると、1903年に初めて長春の在留日本人に関する調査が行われている。1903年
4月末の「東清鉄道附近商況視察報告書」には、寛城子（長春の別称）における在留日本人は計40
人（男13人、女27人、子供3人）で、主に写真屋と洗濯屋と売春婦に従事していたことが記録され
ている11。この40人はどのようなルートで長春に入ったのだろうか。「東清鉄道附近商況視察報告
書」の記述によれば、当時ロシアのウラジオストクから移住したようである12。1904年2月の日露戦
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13	同上、454頁。
14	于涇乱『長春史話(二)』（長春出版社、2009）の85頁によれば、1903年ごろ寛城子の附近にロシア人が二、
三百人居住していた。また、その二、三百人のロシア人は城内の中国人とあまり往来しなかったという。
15	高瀬充「明治時代における日本人の中国探検旅行とその紀行調整」、『高校教育研究』1984年11月、12頁。
16	小越平陸『白山黒水録』善隣書院、1901年、106-116頁。
17	石光真清『諜報記』満洲日報社、1945年、309頁。
18	于涇『長春史話(一)』長春出版社、2001年、152頁。
争勃発後、在満日本人はほとんど引き上げたが13、長春の日本人が最終的に皆離れたかどうかは関
連記録が残っておらず実態は分からない。では、これらの日本人はなぜ長春に居住していたのか。
これは寛城子にロシア人が居住していたことに関わると考えられる14。当時、日本人は主にロシア
人を相手にさまざまな雑業に従事していた。彼らは日本人社会の中だけで生きていけるはずはな
かったからである。要するに、日露戦争前に長春に移住した日本人は、人数が少なく、主に生計を
立てるために移住していたと考えられる。
ところで、最初に長春に入った日本人は誰だったのだろうか。この点は不明確だが、調査資料に
残っている記録によれば、小越平陸という日本人が1898年に満洲を旅行してハルビンに入った最初
の日本人とされている15。また彼自身も長春での記録を残している16。こうした点から見ると、小越
平陸が長春にやってきた最初の日本人であった可能性が高い。一方、石光真清の手記『諜報記』に
は、1901年の南下途中で村上源吉という日本人が寛城子で洗濯屋をしていたことが書かれている17。
この二つの資料から、1898年から1901年にかけての約3年間に、長春に最初の日本人が移住したと
考えていいだろう。
　
１．２．日露戦争後から偽満洲国成立までの長春への日本人の移住
日露戦争終戦後、日本は日露戦争の勝利で東清鉄道の一部である南満洲鉄道を獲得するなど満洲
における一部の権益を得ることとなった。ポーツマス条約の規定により、日本は東清鉄道の南満洲
支線を継承した時に、鉄道附属地制度もそのまま継承した。1906年、南満洲鉄道株式会社（以下満
鉄）が設立され、同年には長春駅を新設した。そして、翌年には満鉄長春支社が成立し、その時か
ら満鉄による長春付属地に対する経営が始まった。これにより、1907年から大勢の日本人が長春に
入ってくるようになった。当時満鉄長春付属地の建設事業は始まったばかりであり、日本人は当初
主に城内に居住した18。満鉄長春付属地の初期の建設が完成したのちは、彼らの大部分がそこに居
住した。
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19	「世界的な燐寸業合同成る既に加盟者は七割 吉林燐寸の提携経緯 満洲燐寸業」、『満洲日日新聞』1925年6
月21日。
20	長春市地方史志編纂委員会『資料選訳 第1集 伊原幸之助「長春発展誌」（隆文堂書店、1922）』、1989年、
28頁。
21	同上、15頁。
22	『盛京時報』1906年11月7日、東三省匯文三版。
23	前掲『資料選訳　第1集　伊原幸之助「長春発展誌」（隆文堂書店、1922）』、20頁。
24	同上、20頁。ここで注意すべきは、日本人人口の統計に朝鮮人と台湾人が含まれていたかどうかが明示され
ていないことである。もし含まれていれば、実際の日本人総人口は統計上の数値よりさらに少なかったはずで
ある。
25	外務省通商局『海外各地在留本邦人人口表.昭和6年10月1日現在』、1932年、9頁。
26	『昭和6年12月末日現在 支那在留本邦人及外国人人口統計表第24回』（外務省亜細亜局、1932年、32頁）の
統計によれば、長春付属地の中国人人口は20,157人である。
資料によると、日露戦争後長春の日本人に関する記録は1906年に始まる。例えば、1906年に日本
人が長春に広仁津火柴公司を設立した19。広仁津火柴公司は中国人と共同で設立した会社で、後の
日清燐寸株式会社の前身である20。横浜正金銀行も1906年末、支社の準備のため職員工藤金三郎を
長春に派遣し、1907年には長春城内に支社を設立した。その初代主任は工藤金三郎であった21。さ
らに、1906年11月7日の『盛京時報』には、長春の日本人居留民が日本天皇の誕生日を祝ったとい
う記事が掲載されている22。筆者の調査によれば、これは日露戦争後、長春の日本人居留民に関す
る最初の記録である。このように、日露戦争終戦後から満鉄長春支社設立までの間に、少数の日本
人が既にそれぞれの目的を持って長春に入ってきていた。
満鉄長春付属地の発展につれて、日本人の移住者の総人口は基本的に年を追って増えていった。
統計によれば、長春付属地の日本人は1907年に528人23、1917年に4,251人24、1931年に10,782人に
達したが、付属地以外の地にはわずか331人が居住しているに過ぎなかった25。これより、偽満洲国
成立前、長春の日本人はほとんど付属地に居住していたことが分かる。満鉄が付属地で病院、学校
や郵便局など比較的完備した施設を建設したことにより、次第に付属地に入って居住する日本人が
多くなった。付属地の中国人の人数も多かったが26、日本人は自らの範囲の中だけで生活し、徐々
に日本人の生活コミュニティが形成されていった。
ところで、当時、日本人はどのようなルートで長春に入ったのだろうか。当時、日本から来た場
合、船で朝鮮もしくは大連に上陸し、そこから列車で長春ヘ向かうルートが比較的便利であった。
付属地の建設が進むにつれて、さまざまな日本人が入ってきた。彼らによって築かれた日本人の
コミュニティは偽満洲国首都新京の初期日本人社会の基盤となったと考えられる。
２．偽満洲国首都新京の日本人社会に関する考察
ここでは新京の日本人社会の人口などの状況を解明するために、まず新京の日本人とその分布に
ついて考察し、次いで新京の日本人の生活事情について考察する。
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27	前掲『長春史話(一)』、154-155頁。
28	外務省調査部編「海外各地在留本邦内地人職業別人口表 昭和10年10月1日」、「海外各地在留本邦内地人職
業別人口表 昭和11年10月1日」、「海外各地在留本邦内地人職業別人口表 昭和12年10月1日」、「海外各地在
留本邦内地人職業別人口表 昭和13年10月1日」の統計によれば、新京の「官公吏」、「土木建築業」と「（家
族）従属者」の三種に分類される日本人人口は、1935年新京の日本人総人口の61％、1936年のそれの64％、
1937年のそれの52％、1938年のそれの65％を占めた。
29	『海外商工人名録』(大阪市役所産業部貿易課発行、1937年、35-47頁)によれば、新京の日本人の店舗数は 
779であった。『新京工商名録』(新京商工公会発行、1941年、10頁)によれば、1937であった。
30	『日本「満洲移民」研究』(高楽才人民出版社、2000年、363頁)によれば、1938年から1942年までに新京の郊
外に移住した日本人の人数は約1,200人である。
31	1937年12月1日の満鉄付属地における治外法権撤廃により、満鉄長春附属地は正式に新京の行政下に置かれた。
32	王海梁『長春古今政区』吉林人民出版社、1995年、28頁。
33	1936年1月、偽満洲国が中東鉄路をソビエト連邦から買収したことに伴い、それまでソ連の管理下であった鉄
道附属地が偽満洲国に編入され、これにより、寛城子も正式に新京の行政区域に組み込まれた。
２．１．新京の日本人の人口と分布
偽満洲国建国の当初、日本人官吏や国都の建設に従事する人員などが首都新京に大勢入ってきた27。
これらの日本人は、1935年から1938年の海外在留日本人の職業別人口に関する資料によると、「官
公吏」、「土木建築業」と「（家族）従属者」が大半を占めた28。その後、経済の発展につれて、
商工業に従事する日本人もますます増えていった29。このほかにも国策移民として新京に移住した
日本人移民もいたが、移住地域は全て新京の郊外で、またその人数は少なく、新京の日本人人口の
増大にあまり影響を与えなかった30。しかし、1938年から新京の郊外にも日本人が移住していた事
実を無視してはいけない。市内に居住するにせよ、郊外に居住するにせよ、日本人である以上、本
稿ではそのコミュニティを一括して新京の日本人社会として扱いたい。
このように新京では、最初官吏、土木建築業者と(家族)従属者という三種の人々がそこに居住す
る日本人の大部分を占めていた。より詳細な資料はまだ見られないが、都市建設の発展につれて新
京の日本人の職業の種類とそれに従事する人口はますます増えていったと想像できる。
新京の行政区画は頻繁に変更されたが、行政範囲は南から城内、商埠地、満鉄長春附属地31、寛
城子と大きく四つに区分されていた32。表1から、新京の日本人の総人口が増加すると同時に、付
属地以外の地区の日本人も増加しつつあった傾向がはっきり読み取れる。ただし寛城子に関しては
1936年以前はソ連の管理下にあり33、日本人の人口が少なかったことから、統計上項目が立てられ
ておらず、人口は確認できない。
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34	表1の新京の日本人人口は日本から来た日本人、すなわち当時「内地人」と呼ばれた日本人を指す。
35	関東長官官房調査課編『昭和五年 関東庁国勢調査結果表第二巻』、1934年、202頁。
36	『第二次満洲帝国年報』、1934年、49頁。
37	新京特別市公署『新京市政概要』新京特別市公署、1934年、7-11頁。
38	帝国在郷軍人会『満洲概観』帝国在郷軍人会本部、1937年、84頁。
39	満洲弘報協会『康徳四年満洲国現勢』満洲弘報協会、1937年、36頁。
40	満洲国通信社『康徳六年満洲国現勢』満洲国通信社、1939年、225頁。
41	満洲国通信社『康徳八年満洲国現勢』満洲国通信社、1941年、205頁。
42	満洲国通信社『康徳九年満洲国現勢』満洲国通信社、1942年、154頁。
43	満洲国通信社『康徳十年満洲国現勢』満洲国通信社、1943年、218頁。
44	福富八郎『満洲国年鑑　康徳十二年版』満洲日報社奉天支社、1945年、389頁。
45	満洲国通信社『康徳五年満洲国現勢』満洲国通信社、1938年、221頁。
図1は第二期都市建設がほぼ終了した時の1941年の新京市街図で、日本人の生活区域が新京駅を
中心した満鉄付属地から次第に拡大していったことが見て取れる。
表1　新京の日本人総人口34
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46	武田英克『満州脱出』中央公論社、1985年。
図1　新京市街図46
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47	東亜交通公社満洲支社『満支旅行年鑑』、1944年、31頁。
48	新京商工公会『新京の概況』、1942年、18-19頁。
49	同上、16頁。
この時期に日本人はどのようなルートで新京に入ったのだろうか。1944年に出版された『満支旅
行年鑑』によれば、以下の路線があった。
「鉄道」▲東京＝下関＝（連絡船）＝釡山＝安東＝新京
　　　　▲鹿児島＝福岡＝（連絡船）＝釡山＝安東＝新京
「海路」▲東京＝神戸＝大連＝新京
　　　　▲東京＝下関（門司）＝大連＝新京
　　　　▲東京＝新潟＝羅津＝新京
　　　　△神戸＝関門＝清津＝新京
　　　　△那覇＝鹿児島＝三角＝大連
　　　　▲鹿児島＝長崎＝大連
　　　　△高雄＝基隆=大連
　　　　△新潟＝伏木＝大連
　　　　△新潟＝清津＝羅津
「航空」▲東京＝福岡＝京城＝奉天＝新京
　　　　▲東京＝新京間直行47
　
海路で上陸した後、一番便利なのは鉄道であろう。鉄道は当時重要な交通手段で、上陸後、新京
行きの鉄道の出発点は大連のほかに、安東、羅津、清津行きもあった。したがって、大部分の日本
人は鉄道で新京に入ったと考えられる。鉄道のほか、馬車、自転車、車や飛行機などの交通手段も
利用できたが、長距離の場合、利便性と費用を考慮して、鉄道を選ぶ人が一番多かったであろう。
それでは、大勢の日本人は新京に入った後、第二次都市建設後、どのように分布していったの
か。表2は1942年出版の『新京の概況』に基づき、日本人の分布区域とその比率を表示したもので
ある48なお1942年時点の市区条例により、新京全区域は市街地区10、農村地区6、計16行政区に区分
されている49。
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50	前掲『新京の概況』、18-19頁に基づいて計算した。
51	資料中の総数は8,079であるが、筆者の計算によれば、安民区の総人口数は9,079である。
52	「電業村」は現在の長春の平陽街の近くにあって、1980年代まで電業に従事している職員たちの居住区域の
一つとして、名称もそのまま使用されていた。
この表から読み取れるように、全体の63.7%の日本人が順天区と敷島区に集中していた。また、
安民区、順天区、西陽区と敷島区はいずれも日本人の人口比率が高く、日本人町であった。
それでは、日本人の居住状況はどうだったか。以下の文章は当時の生活の一端を示している。
　
旧満洲の新京市に私は生まれ、11歳までをその町で育った。……町の名は、新京市「郵政村」。
ここは、新京市の郵政に関わる人たちの住む一角である。近くには、電業村52、満炭村(満洲炭礦関
係者)などの建物が並ぶ日本人街であった。いずれも西洋風の小ぎれいな建物と庭があり……郵政
の官舎なのに、私の父親が、市の経済庁に勤務をしている、ということが周囲の不満となってささ
表2　日本人分布区域と比率50
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53	磯部荀子『新京・長春の記憶―子や孫に伝えよう戦争の悲惨さを―』日本長春会、2010年、88頁。
54	李其穎『長春旧事』（長春市政協文史資料委員会、2005年）の82頁に関連する一例が挙げられている。中央
銀行5号社宅は低級社宅で、中国人と日本人が同居した平屋である。
55 富田勇太郎『新京録音』、1940年、72頁。
56 永見文太郎『新京案内』新京案内社、1939年、135-153頁。
57	同上。
58	同上『新京案内』（新京案内広告部分）、1-98頁。そこには、銀行、会社、土産物、買物、百貨店、映画、
喫茶店食事、グリル食堂、おでん、そば、酒場、すし、割烹、中国料理、力フェー、理髪、乗物、仲介の計17
種の代表店の広告が掲載されている。
59	石原純『思索の手套―科学随想―』婦女界社、1942年、25-28頁。
やかれ、小学校二年の春、私たちは数キロ離れた南新京の町に引越した53。
　
以上のテータと記述によって、二つのことが確認できる。一つは新京の日本人が大部分日本人町
に住んでいたことである。もう一つは彼らは職業別に住み分けていたということである。
しかし、表2に示されるように、ほかの12区になお30%の日本人が居住し、中には農村地区に生活
していた日本人も2.5%を占めた。また、当時一部分の日本人は平屋で居住していた54。高級住宅か
ら平屋まで、日本人の住宅状況は異なっていたが、その大部分は良質な環境下で居住していたと言
えよう。
２．２．新京の日本人の生活事情の概観
1932年に偽満洲国が成立した当初、日本人の生活は便利であったとは言えない。首都の建設は始
まったばかりで、満鉄付属地以外の地域の建設はまだ計画中であった。その後、新京の都市建設が
進むにつれて、各オフィスビルや日本人の住宅地などが建設された。さらに、交通、郵便や病院な
どの施設も完備していった。
1940年1月大阪毎日新聞に「新京生活彼是」という新京の生活に関する文章が掲載された。そ
の冒頭の一文は「人はよく新京の生活を無趣味だ殺風景だといふ。そういへばそう想はる所もあ
る。」という55。それでは果たして、当時新京の日本人の生活は本当に無趣味で殺風景であったの
か。実態はどうだったのだろうか。
『新京案内』には56、料理や買い物などのほかに、「新京の娯楽」という一章があり、そこには
日本映画館、競馬、釣魚、狩猟、ゴルフ、撞球、ハイキング、スケート、スキーなど多くの項目が
紹介されている57。加えて、同書の後半部分には新京の代表的な店舗の広告が掲載されている。そ
こでは日本人経営の店舗が大部分を占め、それらの店舗は主に日本人を相手に経営していたのであ
る58。
こうして見ると、新京の日本人の生活は、無趣味でも殺風景でもなく、相当に興趣に富んでいた
だろう。しかし、人口の増加と太平洋戦争の勃発で、1942年以後は新京市内で交通や住宅難などの
問題が次々と生じ59、1945年の日本敗戦までには十分に解決できなかった。したがって、1942年以
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後は、一般の日本人の生活は以前より次第に厳しいものとなっていった。
また偽満洲国建国以来新京の日本人社会は安定してはいなかった。戦時下では植民地の外国人社
会は戦局に左右されやすい。表1の通り、1936年に日本人の総人口は57,663人に達したが、付属地
以外の地区の日本人口数は23,707人に過ぎなかった。その23,707人の日本人がいくつかの区に集
中して居住することは無理であった。したがって、偽満洲国成立当初、日本人の生活範囲が満鉄付
属地以外に広がることはあまりなかったのである。その後、1937年に都市建設計画第一期事業が完
成し、その計画によって満鉄附属地を基準に新京駅前から南に延びる中央通を更に南に延長し、大
同大街と呼ばれる大通りが建設された。また翌年1月1日からは3ヵ年計画で第二期事業が開始され
た。第二期事業は第一期事業実施区域内の整備充実と残余工事の完成を主な目的としていた。図2
で示した通り、日本人の生活区域は新京の都市計画の実施によって、南に向かって発展した。つま
り、1941年頃に人口や区域などの要素が備わり、新京の日本人社会は大規模化した。しかし、1941
年12月に太平洋戦争が勃発した。1945年8月日本の敗戦までの約4年間にその戦局の影響が新京の日
本人にも及んだ。
以上、新京の日本人社会の形成をまとめると以下の通りである。
①日露戦争の前、長春はロシアの勢力下で、ほぼ未開拓の地方であったため、移住した日本人は
少なかった。しかし日露戦争の後、1906年には長春駅を新設した。交通の要衝としての長春はその
戦略的価値が高まった。また満鉄の付属地経営で移住した日本人も徐々に増えた。こうした偽満洲
国成立以前の満鉄長春付属地における日本人コミュニティは、偽満洲国首都新京の初期日本人社会
形成の基礎になったと考えられる。
②偽満洲国成立の当初、日本人の生活範囲は満鉄付属地以外には広がっていなかった。都市建設
計画第一期事業が完成した後、1938年から3ヵ年計画で整備の充実と残余工事の完成を主な目的と
した第二期事業が実施された。したがって、1941年頃人口や地区などの要件が備わり、新京の日本
人社会は一定の規模を有することとなった。
③新京の日本人社会には不安定性があった。特に1941年12月に太平洋戦争が勃発してから、新京
の人々の生活は相当な影響を受けた。また、日本が満洲を侵略した結果として戦時中の日本人社会
が形成されたというその要因は、既にその決定的不安定要因ともなっていた。
　
おわりに
本稿では偽満洲国首都新京の日本人社会の形成過程を明らかにするために、まず偽満洲国成立以
前の長春への日本人移住状況を考察した。ここでは、日露戦争前に日本人が既に長春に移住してい
たことが確認できた。日露戦争後から満鉄長春付属地の経営開始までの間に長春に居住していた日
本人人口などはまだはっきりしないが、1907年から大勢の日本人が満鉄長春付属地に移住していた
ことが明らかになった。こうした偽満洲国成立以前の満鉄長春付属地における日本人コミュニティ
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は、偽満洲国首都新京の初期日本人社会形成の基礎になったと考えられる。1932年3月に偽満洲国
が成立して以降は、3ヵ年計画の第二期事業がほぼ完了する1941年頃までに各要件が備わり、新京
の日本人社会は一定の規模があったと考えられる。しかし、戦時中に築かれた外国人社会には、各
種の要因による不安定性があった。
偽満洲国首都新京の日本人社会についての研究は、まだ膨大な研究に値する課題を内包してい
る。本稿は主にその形成過程における人口と分布地域に着目して考察を行った。本稿で扱えなかっ
たさまざまな問題については、今後徐々に解決していきたい。
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